
客引き禁止を知らせる看板

どうしてここにつくるの？
シラス台地で囲まれた地形や避ける必要がある住宅地などに
より、道路をつくることができる場所は限られてきます。たくさん
の調査と検討をくり返し、環境への影響やつくる費用などの面
で最適なこのルートに決定しました。

良いことがあるよ
鹿児島東西道路ができると、道路が増えてスムーズに走れるよう
になるため目的地に早く行くことができます。また、余裕を持って
走れることで混雑による事故が減り、より安全に走行すること
ができるようになります。

令和5年(2023年) 第27号(1) 令和5年(2023年) 第27号(4)

市議会報告市議会報告
川越けいじの政治目標

●子 育て支 援 策 の 更なる拡 充
●社会福祉の充実した街づくり
●救命救急体制の整った街づくり
●犯 罪 の 無 い 安 全 な 街 づくり
●活力と優しさに満ちた街づくり
●豊かな心と健全な身体を育む教育

鹿児島市議会議員川越桂路
〒892-8677 鹿児島市山下町11-1
TEL 216-1435　FAX 222-4771

www.kawagoe-keiji.jp
e-mail：info@kawagoe-keiji .jp

自由民主党鹿児島市議会議員団

10月1日施行 来街者が安心できる天文館へ
令
和
五
年
第
三
回
定
例
会
に
お
い
て
「
鹿
児
島
市
客
引
き
行
為
等
の
禁
止
に

関
す
る
条
例
」を
議
決
し
、十
月
一
日
よ
り
施
行
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
事
務
局
に
よ
る
と
、
今
回
の
条
例
は
、
議
員
提
案
の
政
策
条
例（
議
会

運
営
や
議
員
の
身
分
に
関
係
す
る
条
例
で
は
な
く
、
市
民
の
暮
ら
し
に
直
接

関
係
す
る
施
策
や
執
行
機
関
へ
の
監
視
機
能
の
強
化
に
関
す
る
条
例
）
と
し
て

は
、記
録
に
残
る
限
り
戦
後
初
と
な
り
ま
す
。

条
例
施
行
に
よ
り
、
来
街
者
の
方
々
が
安
心
し
て
天
文
館
地
区
を
訪
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
鹿
児
島
市
を
訪
れ
る
多
く
の
観
光
客
の
皆
さ
ま

に
も
、安
心
し
て
本
市
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市議会議員川越けいじ（51）
かわ ごえ

私
は
、
天
文
館
地
区

に
お
け
る
客
引
き
行
為

に
関
し
て
平
成
十
七
年

の
鹿
児
島
市
議
会
第
三

回
定
例
会
に
お
い
て
質
疑

を
交
わ
し
て
お
り
ま
す
。

当
時
の
定
例
会
に
提
案

さ
れ
て
い
た
「
鹿
児
島
市

安
心
安
全
ま
ち
づ
く
り

条
例
」
が
理
念
条
例
で

あ
り
罰
則
が
無
い
こ
と

に
加
え
、
客
引
き
行
為

かわ ごえ けい じ 鹿
児
島
市
中
心
部
の

渋
滞
の
緩
和
に
向
け
て
、

国
が
整
備
を
進
め
て
い
る

「
鹿
児
島
東
西
道
路
」
の

ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
工
事
が

始
ま
り
十
一
月
四
日
に

シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
発
進

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
は

直
径
約
十
一
メ
ー
ト
ル
、

全
長
約
十
二
メ
ー
ト
ル
の

円
筒
状
で
、
重
さ
お
よ
そ

一
千
四
百
ト
ン
あ
り
、

六
百
本
以
上
の
超
合
金
製

の
刃
が
つ
い
た
先
端
部
分

を
回
転
さ
せ
な
が
ら
、

毎
分
約
二
セ
ン
チ
（
一
日

当
た
り
約
十
五
メ
ー
ト
ル
）

の
ス
ピ
ー
ド
で
掘
り
進
め

シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
発
進
式

議員提案による「客引き禁止条例」を制定議員提案による「客引き禁止条例」を制定

命
令
違
反
に
は
氏
名・住
所
等
の
公
表
や
過
料
の
罰
則
も

命
令
違
反
に
は
氏
名・住
所
等
の
公
表
や
過
料
の
罰
則
も

に
関
し
て
は
当
時
の
県

条
例
で
も
取
り
締
ま
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

か
ら
で
す
。

私
が
、
質
疑
の
中
で

理
念
条
例
と
は
別
の

個
別
条
例
の
制
定
を

求
め
た
と
こ
ろ
、
当
時

設
置
さ
れ
て
い
た
「
安
心

安
全
ま
ち
づ
く
り
市
民

会
議
」
に
て
協
議
す
る

と
答
弁
さ
れ
た
も
の
の
、

条
例
制
定
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
関
係

機
関
と
の
接
触
を
行
う

と
と
も
に
、
改
め
て
他

都
市
の
調
査
も
実
施
し

ま
し
た
。

並
行
し
て
、
六
月

二
十
六
日
か
ら
は
協
議

を
開
始
し
、
各
会
派
の

ご
理
解
を
い
た
だ
く

な
か
で
、
八
月
二
十
八
日

の
本
会
議
に
お
い
て

議
決
と
い
う
、
非
常
に

短
期
間
の
う
ち
に
条
例

制
定
に
い
た
り
ま
し
た
。

早
急
な
条
例
制
定

の
必
要
性
に
ご
理
解
・

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

関
係
の
皆
さ
ま
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
腐
心
し
た
の
は

規
制
エ
リ
ア
だ
っ
た
の
で

す
が
、
要
望
書
を
提
出

い
た
だ
い
た
天
文
館
連
絡

協
議
会
を
始
め
と
す
る

団
体
の
皆
さ
ま
と
意
思

疎
通
を
図
る
な
か
で
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
鹿
児
島
市
安
心

安
全
ま
ち
づ
く
り
条
例

に
は
罰
則
や
過
料
の

条
項
が
な
い
こ
と
か
ら
、

今
回
の
条
例
で
は
実
効

性
も
考
慮
し
、
命
令
に

違
反
し
た
場
合
や
虚
偽

の
報
告
を
し
た
場
合

な
ど
、
最
大
五
万
円
の

過
料
を
科
す
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

条
例
は
十
月
一
日

施
行
と
な
り
、
そ
れ
に

伴
う
指
導
員
配
置
や

広
報
費
の
今
年
度
分

補
正
予
算
と
し
て
約

一
千
二
百
九
十
万
円
を

議
決
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
鹿
児
島
市

当
局
が
執
行
機
関
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
く

わ
け
で
す
が
、
条
例
制
定

の
効
果
が
し
っ
か
り

表
れ
る
よ
う
努
め
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、

議
会
と
し
て
も
そ
の

効
果
を
検
証
す
る
な
か

で
、
更
な
る
提
言
等

を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

文化通り入り口（山之口本通り側）

文化通り入り口（電車通り側）

こ
こ
か
ら
の
市
街
地
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
ス
ム
ー
ス
に

す
る
こ
と
で
渋
滞
緩
和

を
図
ろ
う
と
す
る
の
が

「
鹿
児
島
東
西
道
路
」

（
全
長
三
·
四
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）で
す
。

「
鹿
児
島
東
西
道
路
」

は
、
鹿
児
島
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
と
建
部
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
間
が

既
に
開
通
し
て
い
ま
す

が
、
慢
性
的
な
渋
滞
が

起
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
の
中
心
部
ま
で
直
接

ア
ク
セ
ス
で
き
る
新
た
な

ト
ン
ネ
ル
の
建
設
で
渋
滞

の
緩
和
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
作
業
穴

「
立
て
坑
」
を
整
備
し
、

掘
削
時
の
騒
音
を
抑
え
る

と
と
も
に
、
土
砂
の
飛
散

を
防
ぐ
た
め
、
甲
南
高
校

の
近
く
に
高
さ
十
四

メ
ー
ト
ル
、
幅
十
二
メ
ー

ト
ル
、
長
さ
は
百
七
十

メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
巨
大

な
防
音
ハ
ウ
ス
が
令
和

五
年
三
月
に
完
成
し
て

建
設
準
備
が
進
ん
で
い
ま

し
た
。

今
回
、
三
つ
め
の
ト
ン

ネ
ル
と
し
て
、九
州
の
道
路

ト
ン
ネ
ル
で
初
の
シ
ー

ル
ド
工
法
を
採
用
し
、

J
R
線
・
鹿
児
島
市
電

も
く
ぐ
り
抜
け
て
市
街
地

の
甲
南
I
C
（
仮
称
）
に

至
る
東
西
ト
ン
ネ
ル

（
下
り
線
二
·
三
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）
の
建
設
が
開
始

さ
れ
た
も
の
で
す
。

掘
削
工
事
は
お
よ
そ

一
年
半
か
け
て
行
わ
れ
る

予
定
と
の
こ
と
で
す
が
、

東
西
道
路
全
体
の
完
成
・

供
用
開
始
時
期
は
未
定

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

国
土
交
通
省
に
よ
る
と
、

我
が
国
に
お
け
る
渋
滞

に
よ
る
損
失
は
、
貨
幣
価
値

換
算
す
る
と
年
間
十
二
兆

円
に
も
及
ん
で
お
り
、渋
滞

の
ひ
ど
い
鹿
児
島
市
街
地

に
お
け
る
経
済
損
失
も

相
当
額
に
の
ぼ
る
も
の
と

考
え
ま
す
の
で
、
一
日
も

早
く
供
用
開
始
と
な
る

よ
う
期
待
す
る
と
と
も
に
、

時
差
出
勤
や
公
共
交
通

機
関
の
利
用
促
進
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

期
待
さ
れ
る
鹿
児
島
市
街
地
の
渋
滞
緩
和

シールドマシン発進スイッチを押す川越けいじ（右端）

シールドマシン上部（左）・先端部分（右）

防音ハウス内

建設促進期成会メンバーでの視察

て
い
き
ま
す
。

国
土
交
通
省
に
よ
る
と
、

鹿
児
島
市
街
地
の
道
路
の

混
雑
割
合
は
全
国
ワ
ー

ス
ト
一
位
と
な
っ
て
お
り
、

市
街
地
に
お
け
る
渋
滞
は

朝
夕
に
限
ら
ず
起
こ
り
、

極
め
て
深
刻
な
状
況
で

あ
り
ま
す
。

混
雑
割
合
と
は
、全
国
の

国
道
と
都
道
府
県
道
の

中
で「
渋
滞
が
よ
く
起
き
る
」

ま
た
は「
常

に
渋
滞
す
る

可
能
性
が

あ
る
」道
路

の
割
合
の
こ

と
で
、鹿
児

島
市
の
国
道

や
県
道
は
実

に
六
十
六

パ
ー
セ
ン
ト

の
道
路
が

混
雑
す
る

道
路
に
当
て

は
ま
る
と

い
う
統
計

デ
ー
タ
が

出
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

特
に
、
中
州
陸
橋
や

武
岡
ト
ン
ネ
ル
付
近
の

混
雑
は
ひ
ど
く
、
こ
れ

ま
で
武
岡
ト
ン
ネ
ル
、

新
武
岡
ト
ン
ネ
ル
が
建
設

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

付
近
は
一
日
約
四
万
台

の
交
通
量
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
在
で
も
な
お

激
し
い
渋
滞
が
発
生
す
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
の
原
因
と

考
え
ら
れ
る
の
が
、
九
州

道
と
南
九
州
道
（
南
九
州

西
回
り
自
動
車
道
）、
指
宿

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
交
わ
る

要
衝
で
あ
る
鹿
児
島

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
で
す
。そ
こ
で
、

田上IC付近の完成イメージ（写真❶） 甲南（仮称）IC付近の完成イメージ（写真❷）

鹿児島東西道路路線図

多くの車で混雑しているよ
大きな3つの道路の終点である鹿児島ICから鹿児島市街地を
むすぶ道路で、たくさんの自動車が行き来しています。鹿児島
の発展とともに交通量も増え続け、現在では一日に4万台近い
車が通り、混雑が起きています。

出 典：国土交通省九州地方整備局 鹿児島国道事務所「鹿児島東西道路がよくわかる」

個
別
条
例
制
定
に
向
け

て
の
動
き
は
無
い
ま
ま

で
し
た
。

そ
の
後
、
議
会
側
か
ら

は
一
般
質
問
や
代
表

質
問
な
ど
で
何
度
も

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
い
よ
い
よ
国
体
開
催

が
迫
っ
て
き
た
今
年

六
月
十
五
日
、
天
文
館

連
絡
協
議
会
を
始
め

と
す
る
天
文
館
地
区
の

五
つ
の
団
体
の
皆
さ
ま

か
ら
、
鹿
児
島
市
議
会

議
長
で
あ
る
私
に
、
天

文
館
地
区
に
お
け
る

悪
質
な
客
引
き
行
為

に
対
し
て
法
的
規
制
の

強
化
を
求
め
る
趣
旨

の
要
望
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

私
自
身
、
天
文
館
地
区

に
お
け
る
状
況
や
国
体

開
催
を
目
前
に
控
え
た

時
期
で
あ
る
こ
と
を

考
え
た
場
合
、
早
急
に

鹿児島東西道路



回
を
上
回
る
二
十
六

万
五
千
人
の
観
客
が

訪
れ
て
く

だ
さ
っ
た

と
の
こ
と

で
す
。
新

型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の

五
類
移
行

後
、
初
め

て
の
開
催

と
な
っ
た

第
七
十
二

回
お
は
ら

祭
は
、
ア

フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
を
象

徴
す
る
回

と
な
り
、

今
後
の
更

な
る
交
流

人
口
の
拡

令和5年度の鹿児島市政報告会で演壇に立つ川越けいじ

おはら祭り踊り連に参加 椅子等が撤去された四阿（あずまや）山下校区コミュニティの皆さんと

飲酒禁止区域の周知看板周知看板（拡大）

令和5年(2023年) 第27号(3) 第27号(2) 令和5年(2023年)

市
政
に
対
す
る
ご
質
問
や
ご
相
談
な
ど

お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

鹿
児
島
市
政
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
質
問

や
ご
相
談
を
受
付
け
て
お
り
ま
す
。
安
心
安
全
・
教
育
・

子
育
て
・
福
祉
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

鹿
児
島
市
議
会
議
員

川
越
け
い
じ

T
E
L
2
1
6-

1
4
3
5

F
A
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2
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4
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e-m
ail:info@
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か
わ
ご
え

鹿児島市客引き行為等の禁止に関する条例鹿児島市客引き行為等の禁止に関する条例
公共の場所における客引き行為等の禁止に関し必要な事項を定めることにより、市民・事業者及び
地域団体等と連携して対策を講じていくことを基本に、公共の場所を快適に通行し、又は利用すること
ができる環境の形成を図り、安心で安全な地域社会の実現に寄与することを目的としています。

鹿児島市客引き行為等の禁止に関する条例が令和 5年 10 月 1 日から施行されております。
条例の主な内容等は以下の通りです。

●目 的

客引き行為等とは、公共の場所（道路、公園、広場、駅その他の不特定の者が通行し、又は利用する場所で
あって、公共の用に供されるもの）において行われる下記の 4つの行為をいいます。

●定 義
客引き行為..............................通行人その他不特定の者の中から相手方を特定して、客となるように誘う行為
客待ち行為..............................客引き行為をする目的で、相手方となるべき者を待つ行為
勧誘行為...................................通行人その他不特定の者の中から相手方を特定して、役務に従事するよう勧誘する行為
勧誘待ち行為.......................勧誘行為をする目的で、相手方となるべき者を待つ行為

●責 務

●禁止区域
公共の場所（道路、公園、広場、駅その他の不特定の者が
通行し、又は利用する場所であって、公共の用に供される
もの）を市民等が快適に通行し、又は利用することができる
環境を形成するため、特に必要があると認める下記の
区域を客引き行為等禁止区域として定めています。

●違反行為に対する指導等及び罰則
禁止区域内において客引き行為等の違反行為を確認した
場合は、指導や警告、中止命令を行うことができます。
命令に違反した場合は、氏名及び住所等の公表や過料
（5万円以下）が科されます。
なお、客引き行為等を行った者だけでなく、当該行為に
係る業務を行う法人などにも過料が科されます。

●立入調査等
指導、警告、命令を行うために必要があると認めるとき
は、違反者の事務所などの立入調査、関係者に対する
氏名・住所などの質問、文書の提示や報告を求めること
ができます。

●土地等の所有者等への通知
市は、違反行為を行った者の氏名等を公表する場合は、
その店舗等の所有者又は管理者に対し、当該公表内容を
通知することができます。

●関係機関との連携
条例の目的を達成するために必要があると認めるとき
は、警察への情報提供や、関係行政機関等に対し、情報
の提供や助言を求めることができます。

●禁止行為

■市の責務
市は、市民等及び事業者等に対する意識啓発を推進するほか、警察その他の関係機関及び地域団体
との連携を図り、必要な協力を求めます。

■市民等及び事業者等の責務
市民等及び事業者等は、本市が実施する客引き行為等の禁止に関する施策に協力するよう努める
必要があります。また、事業者は、客引き行為等の禁止に関し、従業員への指導、監督等を行う
よう努める必要があります。

■地域団体の責務
禁止区域を活動範囲に含む地域団体は、客引き行為等を行わせないための自主的な取り組みを推進
するよう努める必要があります。

千日町及び山之口町の全部並びに呉服町1番から3番まで、
船津町1番から3番まで、東千石町1番から18番まで、
樋之口町1番、2番及び10番、中町1番から3番まで並びに
西千石町16番及び17番並びにこれらに隣接する道路の区域

■客引き行為等の禁止
何人も、禁止区域内において、客引き行為等をし、又は
させてはいけません。

■客引き行為を用いた営業の禁止
事業者等は、依頼したかどうかに関わらず、禁止区域内
において客引き行為を受けた者を客として店舗に立ち
入らせてはいけません。
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